
京
王
線
連
続
立
体
化
の
地
下
方
式
を
求
め
る
請
願
署
名 

 

京
王
線
の
代
田
橋
か
ら
仙
川
駅
ま
で
の
約
７
・
１
キ
ロ
を
高
架
線
化
し
、
そ
の
後
地
下
に
上
下
複
々
線
化
す
る
京

王
線
連
続
立
体
化
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
線
路
の
南
側
（
世
田
谷
側
）
の
幅
４
・
５
ｍ
か
ら
１
１
ｍ
幅
を
立
ち

退
か
せ
、
高
さ
６
ｍ
か
ら
１
６
ｍ
の
高
架
上
に
線
路
を
通
し
、
在
来
線
の
跡
に
幅
６
～
１
９
ｍ
の
幹
線
道
路
を
つ
く

る
計
画
で
す
。
高
架
線
化
す
る
目
的
は
、
２
５
ヶ
所
の
あ
か
ず
の
踏
み
切
り
対
策
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
線
路
に
交

差
す
る
７
本
の
都
市
計
画
道
路
を
通
す
こ
と
が
も
う
一
つ
の
目
的
で
す
。
そ
う
な
れ
ば
下
高
井
戸
一
丁
目
、
並
び
に

そ
の
周
辺
地
域
は
首
都
高
速
４
号
線
と
京
王
線
の
高
架
に
は
さ
ま
れ
、
騒
音
・
振
動
を
始
め
日
照
や
通
風
な
ど
の
環

境
被
害
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
夜
間
工
事
の
長
期
化
、
資
産
価
値
の
下
落
な
ど
被
害
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
十
一
月
の
説
明
会
で
は
、
新
宿
・
笹
塚
間
が
地
下
化
さ
れ
、
調
布
地
区
で
も
計
画
着
工
さ
れ
て
い
る
全
線
地
下

方
式
が
、
こ
の
区
間
で
で
き
な
い
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
地
域
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
計
画
に
、
説
明
会
で
は
質
問
時
間
が
４
０
分
足
ら
ず
、
質
問
を
残
し
た
ま
ま
終
了
し
た
こ
と
に
、
沿
線
住
民
は
納

得
が
で
き
ま
せ
ん
。
下
高
井
戸
一
丁
目
周
辺
地
域
の
環
境
を
守
る
た
め
に
、
以
下
請
願
い
た
し
ま
す
。 

 一
、 

京
王
線
の
連
続
立
体
化
を
地
下
方
式
に
変
更
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。 

二
、 

高
架
線
化
が
下
高
井
戸
一
丁
目
周
辺
地
域
の
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
し
、
東
京
都
と
京
王
電

鉄
の
住
民
説
明
会
を
求
め
ま
す
。 

三
、 

杉
並
区
議
会
は
、
以
上
の
意
見
書
を
東
京
都
に
要
請
書
を
京
王
電
鉄
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 
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